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rケルズの書』から『フィネガンズ・ウェイク』へ
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1思いの螺旋

　アイルランドの作家ジェイムズ・ジョイス（James　Joyce）には逆説的なところが

ある。短編集『ダブリナーズ』（Z）％δ♂伽6駕）のr死者たち」（“The　Dead”）において

「アイルランド語は自分の言語ではない」と主人公ゲイブリエルに言わせる一方で，自

らは『フィネガンズ・ウェイク』（瓦nκ咽伽s陥肋，これ以降『フィネガン』と略す）

の中にアイルランド語を散りぱめ，予想に反した意味を持つ言葉を読者に対する落と

し穴のごとく文中にのぞかせるかと思えぱ，r自らの国に飽き飽きとしている」ゆえに

「大陸に出かける」とゲイブリエルに言わせ（1｝，その言葉通り（ただしゲイブリエルの

ように旅行でではなく自らの生き方として）自らの身をエグザイルとしたジョイスで

はあったが，彼の思いは常にアイルランドにあった（2）。それは彼の書いた小説が，何

ものかに挑戦しているがごとく執拗にアイルランドを題材としていることからもうか

がえる。文字通リダブリン市民を描いた短編集rダプリナーズ』からジョイス自身の

半生を描いた「若き芸術家の肖像』（／1Po7磁露げ∫h6・4漉s‘αsαy碗％8〃1伽），レ

オポルド・ブルームによるダブリンでの一日のr冒険」を描いた『ユリシーズ』（U加一

εθs）を経て，チャペリゾソトを舞台としつつもアイルランドのすべてを詰め込んだ

『フィネガン』に至るまでジョイスの目はアイルランドから離れることはない。この

逆説的な態度は，「両極は一致する」という命題となって彼の作品にも姿を見せる。論

理的には対極にあるもの，それを極限まで引き離していったときにのみわずかな可能
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性の中で見え・感じることができる，逆に近くなっていく感覚。それは単にジョルダ

ーノ・ブルーノの影響によるものだけではなく，アイルランド人としての血が，ケル

トの末窩としての血が作用していたのだと言う研究者もいる（3）。

　祖国アイルランドを遠く離れたヨー・ッパの地にある間，彼がケルト美術の精髄と

も言える『ケルズの書』（丁加BoohげK詔s）を持ち歩いていたこ．とはよく知られて

いる。アーサー・パワー（ArthurPower）が訪れてきて，書きたいがどうしたらよい

か分からないと相談を持ちかけたときには，ジョイスは『ケルズの書』をじっくりと

見るよう勧め，自分の経験と彼の作品における『ケルズの書』の重要性を次のように

語った（4）。

ローマでもチューリッヒでもトリエステでも，私が移り住んだ場所にはどこへで

も私はそれ［『ケルズの書』］を持っていき，その職人芸を何時間も見飽きること

なく見ていました。それこそがもっとも純粋にアイルランド的なものであり，ぺ

一ジを横切るようにして大きく書かれている大文字のいくつかは，rユリシーズ』

の章が持つ本質的な性質を持っているのです。実際，私の作品の多くの部分を

『ケルズの書』の入り組んだ装飾に喩えることができるでしょう。どのぺ一ジを

取り上げてもそれがどんな本なのかすぐに分かるようにしたかったのです。

　本論では，ジョイスにとってこのように重要な意味を持っていた『ケルズの書』と

『フィネガン』との関係を，いわゆる「ママフェスタ」（“mamafesta”［104＝04］）あ

るいは「手紙」を扱った第1巻第5章を中心にして考えてみたい（5）。

II　rケルズの書』

　rケルズの書』は，アイルランドにキリスト教をもたらした聖パトリックの後を受け

て修道院制度の父となった聖人コルンバが，スコットランド布教の拠点としてアイオ

ナ島に創設した修道院で，聖コルンバ没後200年を機に8世紀末から9世紀初頭にか

けて制作された美麗にして豪華な典礼用福音書写本である。わずか2ぺ一ジを除いて

彩色が施された，340葉の羊皮紙からなる『ケルズの書』は，初期キリスト教時代，ア

イルランド，スコットランド，ノーサンブリアを中心に，ヨー・ッパ大陸にも広大な

ネットワークを持ったケルト系修道院文化の黄金時代を記す精華である⑥。アイルラ

ンドの首都ダブリンから北西におよそ50キ・離れたところにあるケルズの名を冠し

ているのは，激しさを増してきたヴァイキングの来襲を逃れた修道僧が，ケルズに修
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道院を建て移り住んだとき，この

書を携えてきたからである。一度

盗まれたが，数ヶ月後に土中から

発見され，その後17世紀から現

在に至るまで，ダブリンのトリニ

ティ・カレッジに保存されてい

る（7）。現存しているこの書には，

始めと終わりの部分に60ぺ一ジ

ほどの欠落がある。また，空白も

あり，未完のまま終わっている（8）。

といった他のケルトの写本同様，

その装飾性に特色がある。ケルト

の写本は，出来事を4コマ漫画の

ように具体的に表すことはせずに，

ぺ一ジや文字を飾る。起こった事　　　　　　　図l　f。li。34rect。

柄を写実的に表すのではなく，ひ

たすら飾り，出来事との関係においてではなく，ぺ一ジや文字との関係において抽象

的装飾を施すのである。rケルズの書』の中でもひときわ名高いfolio34rectoを見れ

ば一目でその特質が分かる（図1参照）。縦約30cm，横約24cmのこのぺ一ジに記

されているのは，マタイの福音書第1章第！8節冒頭の“XP∫h　g8n6縦ガo”（「イエ

ス・キリストの誕生は，左のごとし」を意味する“Ch7魏ガ億伽ng6n6昭！10”の略した

形）だけである。しかもぺ一ジの大半を占めるのはそのうちの“XPI”の三文字で，そ

のうちの“X”の文字はぺ一ジのおよそ半分を占める大きさにまで巨大化していると

いった具合で，装飾と装飾する対象との間には著しいアンバランスがある。その“X”

の文字の内側は種々の動物組み紐文様，人間組み紐文様，組み紐文様が充満し，外側

には大小の渦巻き文様が，「トランペット・パターン」と呼ばれるつなぎの模様を間に

挟みながら，遠心的な動きと求心的な動きを繰り返していく。“X”を形成する2本の

直線は，あたかもその内外の文様の増殖に捻られるかのように，端にいくほどに曲線

化し，全体としてはすでに“X”とは読めない，“P”にも似た形状となる。曲線の滑ら

かさを備えた文字の端は外で渦巻く文様の一部となって旋回運動を始める。この装飾



　42言語文化　Vo1．39

され巨大化した“X”の文字が，ジョイスがアーサー・パワーに言った『ケルズの書』

中のrぺ一ジを横切るようにして大きく書かれている大文字」の一つであることは間

違いない。

　ここにあるのは，その文字が伝えようとする出来事のイラストレーションではなく，

純粋な装飾である。ぺ一ジのほとんどを占めるキリストの名“XPI”とその周辺を文

様で飾ること（illumination）で，神の名にまさに光（」％解6π）を与え，讃えようとす

るのである（9》。もう一点特徴的な点として見ておかなくてはならないことは，定まり

のなさである。文字とぺ一ジを飾る文様は，見る者の視線を定まらせることがない。

組み紐文様は，他の組み紐の上になったり下になったりを繰り返しながら，絡み合い，

連続していく。渦巻きは，収束したかと思えば再度拡大する動きを繰り返し，また一

つの渦の中にさらにそれよりは小さい渦をいくつも含むことで，見る者の遠近感を破

壊し，目眩を感じさせつつ，毒く。微視的視点と巨視的視点が入り交じり，マイク・

コスムとマク・コスムは奇妙な反転を見せる。毒きを見せる文様は，次の新たなる運

動の胎動を内に秘めている。この常に変化する動きには，ギリシア・ラテンの文化の

ように静止の相のもとに物事を見ていくのではなく，変遷の相のもとに物事を見てい

こうとするケルト独自の感性と世界観を見て取ることができる（ゆ。

IIl　rケルズの書』からrママフェスタ」，そしてrフィネガンズ・ウェイク』へ

　すでに前作『ユリシーズ』においてもさりげなく紹介されているこの書は〔m，その

ときに示されたこの書の偉大さに対する敬意よりもむしろ茶化しを交えた形で，rフ

ィネガン』に登場する。“book　of　kills”（482．33）と原形に近い形での言及も見受け

られるが，それとは異なった意外な形でも登場する（12）。前述したようにrケルズの

書』は聖コルンバゆかりの修道院で彼の没後200年を機に制作されたものであるが，

この聖人はコラム・キレ（Colum　Cille）とも呼ばれていたために，『ケルズの書』は

「コラム・キレの書」（the　book　of　Colum　Cille）とも呼ばれていた。ジョイスはこの

名前を用い，“HagiosColleenkiller’sprophecies”（409，27－28），“he　hastaken　all

the　French　leaves　mveilable　out　of　CalomnequHler’s　Pravities”（50，08－09）といっ

た形で『ケルズの書』に言及している。

　このとき加えられたジョイスー流のもじりによって付加されるイメージには注意を

払っておいてよい。一つ目の文における“colleen”は，アング・＝アイルリッシュで

r娘」を意味する語であるから，“Hagios　Colleenkiller7sprophecies”には女漁りの要



　　　　　　　　　　　　　　　　永遠の螺旋　　　　　　　　　　　　　　　43

素が加わる。二つ目の文の“French　leaves”は「挨拶なしでの退去」を意味する語句

であるが（13），『ケルズの書』の欠けたぺ一ジヘの言及と取ることもできよう。あるい

は，文脈から判断して，アサトンが考えたように，「卑狼なことの書かれたぺ一ジ」と

することもできよう。“unveilable”は“available”であると同時に文字通り「覆い隠

せない」の意。“Calomnequillerフs”には“calumny”（「中傷」）が含まれているであろ

うか。“Pravities”はr堕落」であるから，全体としてr中傷文を書く者の堕ちた行い

のうち隠すことのできない卑狸なぺ一ジ」といった要素が加わる。また全体としては

r人の例にならう」を意味する“take　a　leaf　out　of　someone’s　book”が含まれている

から，「中傷文を書く者の堕ちた行いのうち隠すことのできない／使うことのできる

ものをフランス式にならう」といったニュアンスが加わることになる。こうして『ケ

ルズの書』は，単なる装飾を加えられた福音書から，女癖の悪い行いの怪しい者の書

へと変えられている。

　これらの断片的な言及に対して，全面的に『ケルズの書』を用いたのが，いわゆる

「ママフェスタ」あるいは「手紙」についての章，第1巻第5章である。ここでいう

“mamafesta”は，“manifesto”に「母」“mama”を加え，語尾の一〇を女性形一aに代

えたもので，母ALPの宣言書であることを示す。HCEの「罪」についてALPが書

いたこの手紙が，これまでどのような題名で呼ばれてきたか，どのような状況の中で

書かれたのか，どのようにして発見されたか，一部が消失しているがどのような内容

であるのか，書かれた文字の有り様，手紙に付着した「お茶のシミ」，署名が見られな

いこと，書き方の特徴等についての説明が，『ケルズの書』の説明に重ねられる形で加

えられる。「説明」が加えられるとはいっても，『フィネガン』において常にそうであ

るように，取り上げられた問題について読者に明確な答えが与えられるわけではなく，

読者は説明を与えられることでむしろはぐらかされるといった方が正確かもしれない。

使われる口調や言葉は真面目であっても，いわぱ説明のための説明であるために，実

体は自ずと戯画的になる。

1）「手紙」の『ケルズの書』化

　装飾，文様，書き方，特徴等『ケルズの書』に見いだせるありとあらゆる特徴を第

1巻第5章はr手紙」に移す／写す。例えぱ，r手紙」の最後に付けられたキスマーク

のXについては，“inspiringthetenebrous　T％η6pageoftheBookofKells”（122．

22－23）として，ジョイスがとりわけ感銘を受けたと言われている『ケルズの書』folio

124rectoの“7魏6page”（図2参照）の名を直接的に挙げながら，そこに見られる
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図2folio124recto

Xになぞらえながら大げさな説明

を行う。“丁観6page”とは，マタイ

の福音書第27章第38節冒頭の「こ

こにイエスとともに二人の強盗，十

字架につけられ」（“Tπn6
6耀6旗6名朋！Xノ～1　伽規　60　4％os

lαケoη6s”）を表すぺ一ジで，大文字

“T”を象る幻獣，恣意的な文字の区

切り，文字の奇妙な配置，大文字X

に礫にされた／張り付けられた文字，

それぞれ5人の観衆が左を向く3つ

の区切り，火を吹く幻獣のついた非

対称で奇妙な枠が目を引く。

“Tunc”の先頭の大文字“T”は，そ

の尖った耳や牙から見てヒョウやラ

イオンのような種の動物と思われる

が，その体全体に組み紐文様を鱗の

ようにまとう謎の動物によって表さ

れる。左半分は下にしだれるように下がる“T”の上の横棒は，この幻獣の踏ん張っ

た前脚と後脚で表され，胴と首で縦棒が表される。アノレファベットのCのように右に

曲がった縦棒の先には牙をむき左を向いたこの幻獣の頭が付けられている。口からの

びる舌は，細長い組み紐となって，同様に組み紐と化した蛇のような動物，もう一匹

の猫族の動物と食らいつき食らいつかれながら組み紐文様をなす。この一度見たら忘

れられない異様なTを先頭にいだく“Tκn6page”への言及であることを忘れさせま

いとしてか，ジョイスはラテン語“丁観6”に相当する英語“then”をしつこくテクス

ト上に置く（122．29［2箇所］，33，34）。恣意的な文字の区切りもジョイスの目をとら

える。この“T”の横には，大文字で書かれた“UNCCR”が続き，その横に大文字で

あることは変わらないが大きさの小さい“U”が置かれる。2行目には，同じく大文字

で“CIFIXERANT”が書かれ，残りは，あたかも礫にされたキリストを文字で表すか

のようにX状の枠の中に配置される。本来続けて書かれなくてはならない語が，ま

るで単語としてまとまることより語を構成するアルファベットがそろいさえすればよ

いかといわんばかりに，ここでは適当なところで区切られている。この自由な文字の
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区切りは，“bi　tso　fb　rok　engl　a　ssan　dspl　itch　ina”（124．07－08）という文にさっそ

く生かされている。“bits　of　broken　glass　and　split　china”を意味する文の語の区切

りを勝手に変え，結果としてラテン語のように見せかけているのである（14）。またr散

り散り状に上がっていったり，下がっていくたくさんの文字からなる行」（“lines　of

litters　slittering　up　and　louds　of　latters　slettering　down”［114．17－18〕）とは，この

“7初o　page”下部で文が大きなXの中に記されているところで，最初は，そのXの

上半分を埋めるべく，下がっては上がり，今度はXの下半分を埋めるべく，上がって

は下がる書き方への言及と言える〔15）。

　語り手は，「手紙」の語・文字の表記，書かれ方について，『ケルズの書』に言及し

つつ，細かい説明を加えていく。語頭にあるのでもない文字が大文字にされているこ

とについては，‘‘some　capItallsed　mlddle”（120．04－05）で，『ケルズの書』のよう

に装飾で埋まっていることについては，“arabesquethe　page”（115．03），“hiddenin

its　maze　of　confused　drapery”（120．05－06），“riot　of　blots　and　blurs　and　bars　and

balls　and　hoops　and　wriggles”（118。29－30）で言及している。

　文字の表記の説明で興味深いのは，r手紙」の中の文字について説明しているはず

が，いつのまにか『フィネガン』についての説明にすり替わる箇所があることである。

ジョイスはsiglaと呼ばれる記号を使ってrフィネガン』に登場する人物を表してい

たが，その記号についてこの章の中で言及する（119．17－32）。また，Fを左右に180

度回転させた特殊なFを『フィネガン』の中で使うことがあるが，そのFについての

解説をここに滑り込ませている（121．03－08）。これにより，『ケルズの書』になぞらえ

られるのが，単に「手紙」のみならず『フィネガン』全体となると同時に，「手紙」そ

のものが『フィネガン』と同化していく。

　『ケルズの書』との関係で述べられるのは，「手紙」の言葉や印，書かれ方だけにと

どまらない。語り手は，この「手紙」がどういう状況で書かれたかについても，修道

院のスクリプトリウムで働く写字僧を念頭に置いた類推をする（107。36－108．07）。

　「手紙」の『ケルズの書』化にもっとも有効に使われているのは，ジョイスがアイル

ランドを離れてもなお持ち歩いた，1920年刊行の復刻版『ケルズの書』第2版（初版

は1914年刊行）に付けられたエドワード・サリヴァン卿の解説である。その解説文

のいくつかを，第1巻第5章では「ママフェスタ」あるいは「手紙」の書かれ方の説

明に用いている。ここでは，紙幅に余裕がないので，すでに十分行われている比較研

究から若干引用をするだけにとどめるとするならば，例えば，“ThesymbolC，known

in　Irish　MSS。as‘head　under　the　wing70r‘tum　under　the　path一which＿indicates
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that　the　words　immediately　following　it　are　to　be　read　after　the　end　of　the　next

full　line”という写本の中で使われる，読み方を指示する特殊な記号についての説明

は，『フィネガン』では“thecuriouswamingsign＿whichpaleographerscallα16α々

わz！h6　孟h‘z‘6h　or彦h6／1名とzn窺α鬼　歪犯8カθ柳hまs　∫h70z‘gh‘h6　hoJε（ゾ　h試s　h‘z渉，indicating

that　the　words　which　follow　may　be　taken　in　any　order　desired”（121：08－13）と，

文の構造はそのままで内容だけ可笑しさを感じさせるものへと変えられている・『ケ

ルズの書』中の間違っている箇所を示す疑句票を説明した文“Attention　is　drawn　to

these　errors　by　four　obeli　in　red”1ま，　“all　those　red　raddled　obeli　cayennepepPer－

castoverthetext，ca11ingumecessaryattentiontoerrors”（120，14－15）と変えら

れている。このようなサリヴァン卿の解説の借用がこの章には数ヵ所見られる（16）。

2）変遷の相のもとに

　第1巻第5章は，“InthenameofAmahtheAllmaziful，theEverliving，the

Bringer　of　Plurabilities，haloed　be　her　eve，her　singtime　sung，her　rill　be　rm，

unhemmed　as　it　is　uneven！”（104：01－03）というアナヘの祈りで始まっている。前

半がコーランの“InthenameofAllah，theMercifu1，theCompassionate”をもじり，

後半は主薦文“Hallowd　be　Thy　name，Thy　kingdom　come，Thy　will　be　done，on

Earth　as　it　isinHeaven．”の内容を変えて使っているのが分かる。ここで注目しなく

てはならないことは，アナの属性である。アナは，“the　Allmaziful，the　Everliving，

the　Bringer　of　Plurabilities”であるとされているのである。これはいうまでもなく

ALPの名前アンナ・リヴィア・プルラベル（AnnaLiviaPlurabelle）を踏まえたも

のであるが，最初のthe“Allmaziful”は，コーランの一節にある“theMerciful”を基

調としながらそこに‘maze’を組み込み，混乱に満ち迷路のように入り組んだ分かり

にくい状態であることを加味した言葉であろう。このあとの“the　Everliving，the

Bringer　of　Plurabilities’ヲは，これに比べれぱ単純で，文字通り「永遠の生を持ち，多

様性をもたらす存在」であることを示している。そのようなアナの存在が示すのは，

したがって，絶えることなく続くがそこにおいては一定の形で推移するというよりは

様々な形が現れ，ゆえに混乱と複雑さに満ち，しかしそこに慈悲があるという態度で

ある。

　それを示すようにこの一文のあとで，4ぺ一ジ，99行にわたって，r至高なるものを

しのぶこのタイトルの定まらぬママフェスタが，たがの外れた時代においてたくさん

の名前で呼びなわされてきた」（“HeruntitledmamafestamemorialisingtheMost一
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highesthasgonebymanynamesatdisjointedtimes．”［104：04－05］），その名前す

べてが列挙されるのである。これまでにも，例えばrユリシーズ』において読者が嫌

というほど目にしてきた，ジョイスお得意の「カタ・一グ」（catalogue）である。「マ

マフェスタ」が時代によってどのようなそれぞれ異なった名前で呼ばれてきたのかの

列挙は，それが少なくとも半分は持っていた意図にしたがって，間にそれとなく挟ま

れているなじみの名前や冗談を見つけつつ，おもしろおかしく読めぱよい。そのとき

にしかし見逃されてはならないことは，このカタ・一グが持っているもう半分の意図，

すなわち一つのものが多様な形を取りうるその可能性を提示している点である。ここ

に挙げられているのは，rママフェスタ」という一つのものが，どのような呼び方をさ

れてきたかを示しているのであり，まさに複数（‘plural’）たりうる能力（‘ability’），

“Plurabilities”を示しているのである。その多様性は，さらに，同一時間内のそれで

はないことにも注意を払っておこう。このような変化は時間の中でいかに変化をして

きたか，そしてアナの属性にも示されているようなおそらくは永遠に続く時間の中で，

いかに変化を続けていくかを示しているのである。

　『フィネガン』においては言葉自体がこの原理にしたがって作られ，使われている。

言うまでもなく，『フィネガン』のどのぺ一ジであれ開いたときにそこに現れる言葉

は，通常の英語ではない。英語をべ一スにしながらもそこに他の国の言葉の一部が単

数あるいは複数織り込まれたり付け加えられることで，言葉は，形は言うまでもなく

意味の点でも異なったものへと変えられている。こうして言葉は，他の言語の一部を

「身ごもる」ことにより，その元々の意味からずれた意味を「産み」出していく。多く

の言語に精通していたポリグ・ットのジョイスであるからこそ可能となった業である

が，そこにはジョイスが知っていたとは思えない，また読者にもそのような言葉が含

まれていることを理解してもらえるとは到底期待できない，ヨー・ッパ以外の，アフ

リカやアジアの言葉も見出される。この点において興味深いのは，『フィネガン』とい

うテクストにおいては，ジョイスの意図とそれを越えた偶然との境界がはっきりとは

していないことである。ジョイスが意図的に付け加えた語がどこまでかが分からない

ことに加えて，様々な国出身の研究者や読者が，ジョイスが意図していたであろう以

上の国の言葉を読み込んでしまうのである。ジョイスが仕掛けた装置は，彼自身の意

図を越えて言語を変容させる自動装置となっている。作者の描いたrテクスト」と読

者の読むrテクスト」が一致しないことは，文学の常であろうが，rフィネガン』とい

う「テクスト」は，これまで文学史上例のないほど両者の間に隔たりを，時がたてば

たつほど大きくしていくrテクスト」である。作者が意図しなかった国の言葉が，こ
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れまで，そして今後も，読者によってrフィネガン』中に見出されることによって，

『フィネガン』という「テクスト」は増殖を続けていく。このように増殖と変化を続け

ていく「テクスト」を言い表す適切な言葉を，おそらくまだわれわれは知らない。

　われわれがこれまで言葉の変容を見てきたとき，それは主として共時的次元からで

あった。言ってみれば水平軸上，つまりは止まった時間の中での言葉の変容を見てき

た訳であるが，時間が動いている通時的次元におけるそれも見逃してはならない。

rフィネガン』においては，言葉は時と共に変化する。あるまとまった意味を表すため

に作られたと思われる造語は，その後その綴りを一定の形にしたまま使われるのでは

なく，次に現れるときには，その語であることを容易に認識できる程度から，辛うじ

てその語であることを認識できる程度まで語によって幅があるが，おおもとの痕跡を

残しながら変化をしていく。

　rフィネガン』におけるこのような時間軸上での言葉の変化は，言葉は，意味も形も

含め，時間と共に変化をするものだというジョイスの認識を示していよう。その時間

が，単に『フィネガン』だけではなく，それを越えた人類の歴史全体にまで広がるも

のであることまでジョイスが意図していたことは，例えば『ユリシーズ』第14章にお

いて古典古代から中世を経て現代に至るまでいかに文体が変化してきたかを示してい

る、点からもうかがえる。

3）「一」と「多」

　このような多様性へと向かう変化はまた，ひとくくりに多様性とまとめてしまうわ

れわれの考え方の有効性自体に疑問を提示する。というのも，カタローグによって列

挙された個々の題名は，それぞれがあまりにかけ離れたもので全体を「一つ」にまと

めるための共通項が見つけにくいために，本当にもとがr一つ」のものの異なった形

であるととらえてよいかどうかが怪しくなるからである。この列挙の中には，例えば，

“Sir　Tristram，violer　d’amores”（3＝04）を想起させ，『フィネガン』全体のテーマ

ともなっているトリスタンとイゾルデを含んだ“∠4郷側η丁名召6吻〃z伽ゴZ⊂y　S魏漉”

（104＝10）があるかと思えば，アイルランド作家としてはジョイスの先輩に当たるス

ウィフトのr桶物語』（・47初Z召ゲαルδ）をもじった“Tη0％77如J　oηα7加ゲ

（105：09），ALPの夫にして罪深いHCEのアルファベットを「アク・スティック」の

ように各語の先頭に含んでいること以外にはさほど重要ではなさそうな“地　C伽

Eゆ伽π”（105：14），『フィネガン』第2巻第1章の名前“The　Mime　of　Mick，Nick

and　the　Maggies”（219：18－19）を思わせる“Th6〃吻∫‘げ〃曙1吻gαn4オh6
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〃1α6馳ッs”（106＝10－11），これまた『フィネガン』を通じてモティーフとなっているハ

ンプティ・ダンプティの一節を思い出させる“加郷ρ蟹躍n伽吻砂h躍αβ㎏1肋JJ”

（106：20）があり，実に多様である。このような多岐にわたる題名を，先にも触れた

ように4ぺ一ジ，99行にわたってひたすら数多く提示された読者にできることといえ

ば，冗談ですまして思考することを放棄することか，不幸にして思考することを放棄

できなかった読者の場合には，混乱することだけであろう。その数に圧倒されること

もさることながら，rフィネガン』という一作品中のr手紙」を，架空のものであれば

ともかく，先行し実在する他の作品と等式で結ぶことは容易ではない。もしそれが可

能であるとするならぱ，われわれがr同じ」であると認め，r一つ」とまとめるその認

識の方法が改められねぱならない。「一つ」のものと「多」という対極の次元にあるも

のを，その次元を歪めることで重なり合わせることを可能とする「奇跡」を，目の前

で起こさせなくてはならない。

　手がかりが与えられていないわけではない。テクストと同じ程度厚い註を手にしな

がら根気強く『ユリシーズ』を読み終え，rフィネガン』へと読み進んできた読者であ

れば，そのような見方をすでに身につけていよう。ジョイスを少しでも知る者であれ

ばrエピファニー」という言葉が，とりわけ初期の作品を読む上での重要な鍵となっ

ていたことを知っているが，ちょうど作中人物が作中世界の中でエピファニーへと導

かれたように，読者はジョイスのテクスト群を読むことである顕現へと導かれる。そ

のようなr真理の顕現」へと至るある種のr修行」の過程としてジョイスのテクスト

群を見ていくことが可能であろう。

　『ダブリナーズ』はダブリン市民の生活を，少年時代，青年時代，大人の時代，社会

生活という4つの観点から見るものであった。18章からなるrユリシーズ』は各章ご

とに別々の文体で書かれ，時にはその中の章の中にまた多くの文体が含まれていた。

文体もまた，どの立場から眺め・描くかを示すという意味において，視点と大きく関

わる。このような視点は，その視点で見たときに見える姿を描き出し，視点の変化は

眺め見られるものの姿の変容を必然的にもたらした。その眼差しのもとにおかれるも

のがr同じ」ものであったとしても，その姿はr異なる」ものへと変化していた。そ

のような視点の振るう，暴力と言っても言い過ぎではないほどの，大きな力をジョイ

スはまざまざと描き出していた。ジョイスはr同じ」ものがr異なる」ものへと変化

する不思議を執拗に描き続けてきていたこと，ジョイスの文体における実験はなによ

りもそのことを物語っている。

　『ユリシーズ』で重要なモチーフとなっていたr視差」（parallax）とrメテムプシコ
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一シス」（metempsychosis）もまた，このような不思議と関わる。「視差」はもともと

異なった2つの天体から見たときに生じる角度の差を示す言葉であるが，rユリシー

ズ』においては異なった視点から見たときに生じる姿形の変化を示す言葉として使わ

れていた。「メテムプシコーシス」は，ブルームがモリーに説明していたように，魂の

輪廻を示し，『ユリシーズ』においてブルームが生きる1904年6月16日とホメ・スが

描く『オデュッセイア』の世界との平行関係を支え，ブルームとスティーヴンがそれ

ぞれオデュッセウスとテレマコスを始めとする一連の人物の転生した姿であることぱ

かりではなく，現代のこの一日の出来事が何千年も前に，登場する人やものの姿を変

えて，すでに起こっていたことを示唆する言葉であった（17）。ここにも「同じ」ものが

「異なった」ものであることを示し認識させようとする概念装置が用意されている。

　こうして『フィネガン』の読者は，相矛盾する2つの視点を身に備える。一つはあ

るものをあるものとして見ていく見方であり，もう一つは，それはそれではなくr他」

のものであるとする見方である。こうして，「ママフェスタ」は「ママフェスタ」であ

りながら，カタローグに示されているようなr他」のものとなる。カタ・一グに列挙

されているだけでも十分数が多いそのr他」なるもの一つ一つと同じであることは，

乙れまたそのどれでもなく，それ以外のものであることを意味し，このカタローグが

内に潜ませている無限に項目を増やしうる可能性のもとで，r他」はr全」へと変わ

る。「ママフェスタ」が「ママフェスタ」でありながらなる「他」とは，「全」であり，

『フィネガン』を含むこの世に見い出されるすべての書となる。

　「一」にして「多」＝「他」となり，かつまた「一」にして「全」となった『フィネ

ガン』においては，こうして部分が全体となる。今乙うして『フィネガン』の中の一

章を論じることが『フィネガン』全体を論じることになってしまったように，『フィネ

ガン』という特殊な空間においては，rケルズの書』に描かれた渦巻き模様においてと

同様，マイクロコスムとマクロコスムは奇妙なねじれを見せながら重なり合う。

4）世界という書物，余白への恐れ，あるいは別名「桶物語」

　前々節と前節で触れた第1巻第5章冒頭のカタ・一グには，すでに見た変遷の相の

もとに物事を見ていく姿勢と「一」と「多」の重なる関係に加え，rフィネガン』の，

というよりは，ジョイス文学の本質を示すものとして，もう一点を見ていかなくては

ならない。これは同じ事柄でありながら，三つの異なった相を示す。一つは，あるも

のが「一つ」でありながら「多様」な形を取り，変化をしていくときに身に帯びる空

間性，二つめはそれによるスペースの空費，そして最後にジョイス版『桶物語』化で
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ある。

　ジョイスには百科全書的にすべてを網羅しようとする傾向がある。それは強迫観念

と呼んでもよいほどに強い。念入りな計画表を作りそれをもとに『ユリシーズ』創作

にあたったジョイスが目指していたことは，一つの書物の中に文体，人間の体内の器

官，学芸，色，ホメロスから現代に至るまでの文学，現在起こっているがすでに起こ

ったことでもある出来事，ダブリンの街等々を可能な限り詰め込むことであった。

『フィネガン』においてもその意図は変わらない。アイルランドの歴史，歌，ナーサリ

ー・ イム・世界中の川の名前，子供の遊び，虫の名，歴史上の戦いなどを，あたか

も『フィネガン』を歴史と文化の書に変えようと言わんばかりに詰め込んでいる。そ

して何よりも世界の言語を，そのありとあらゆる形を網羅しようという意図のもとに

詰め込んでいる。

　この百科全書化を目指す強い衝動は，現実の世界におけるありとあらゆる可能性と

しての形を網羅し，それを自らの眼差しのもとにおこうとする衝動と同義である。そ

れはつまり・世界を可能な限り細かいところまで分節し，r知」の支配下に置こうとす

る衝動であり，世界を一つの書物に替えてしまおうとする衝動である。それはすでに

『ユリシーズ』を書いたとき明白な意識としてジョイスの頭の中にあった。いみじく

もジョイスが言ったrたとえダブリンの街が突然消えることがあっても，私の本から

再構築できるようにしたいのです」という言葉は〔18｝，そのことをよく示している。世

界を一冊の書物に替えたとき，その書物は定冠詞を伴い，大文字で始まる本，The

Bookとなる（19）。

　その書物は，すぺてを取り込み，「世界」をその中に現前させようとするがゆえに，

先程来見てきたカタローグが示すように，大きなスペースを使うことになる。その結

果として，描こうとする内容に比して使われるスペースが不釣り合いなほど大きくな

る。1904年6月16日というわずか一日の出来事を描くのに，『ユリシーズ』が，ゲイ

ブラー編のガーランド版で3巻1727ぺ一ジものスペースを費やし（201，一夜の出来事

を描くのに，フェイバー版で628ぺ一ジにものぼるぺ一ジ数を費やしていることは，

何よりもそのことを示す。r世界」をあまねく一冊の書の中に描こうとし，そのために

スペースも使おうとすることは，逆の言い方をすれば，分節化されていない空間，余

白への恐れが，そこにあるということになる。分節化されていない空間を可能な限り

分節化し，知らない・知ることのできないr知」の空白，r知」の体系の中にできた間

隙を可能な限り埋める行為は，こうしてそれを写し取る作業を通して，書の空白を埋

める行いとなる。そのとき書き写す行為は，単なる物書きや執筆という行為を越えた，
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おそらくは神学的な性質を帯ぴた行為となる。この余白への恐れは，『ケルズの書』に

も同様に見られる。それを理解するには，どんな狭い空間であろうとも文様で埋め尽

くし，気が遠くなるほど小さな渦巻きの中にももう一つの渦巻きや文様を入れようと

するその姿勢を見れば十分であろう。

　その一方で，描かれることとそれに費やされるスペースとの間の不釣り合いは，

「一」と「他」あるいは「多」の相互互換性，およびすべての出来事はすでに起こった

ことのあるものであるとする見方と相まって，全体に空洞化をもたらす。『フィネガ

ン』第1巻第5章冒頭のカタ・一グの中で列挙された本の名前一つ一つがそうである

ように，ほかのものでもある可能性が示されることによって，それぞれは独自性を奪

われてしまう。それぞれは，他のものが持たぬ絶対的な意味をもってそこに位置する

のではなく，他のものと指し示す名前や現れた形という点では差異を持ち，その差異

に依拠して意味を持つが，他のものと同じr一つ」の集合体の中に位置する単なる変

異形となることで，その差異と意味とを奪われる。それぞれが『フィネガン』の中で

示すのは，独自の意味ではなく，他との関係である。『フィネガン』とは，そのよう

な，形を異ならせているということにおいては意味を持つが，その実意味を奪われた

言葉とものからなる書物なのである。ジョイスはそれを，この章冒頭のカタローグに

も“03‘77加Jo％α7肱ゲ（105：09）という形で滑り込ませているように，「桶物語」

（“a　tale　of　a　tub”），つまりは「たわいもない物語」という言葉で表している。

　そのようなたわいもない物語であると認識し，またそのようなものとして描いてい

くからこそ，r手紙」はゴミの中から見つかるのである。これは，一つには土の中から

見つかったrケルズの書』と「手紙」とを同一化しようとする身振りであるが，もう

一つには，このように「桶物語」＝ゴミ，と化した書＝『フィネガンズ・ウェイク』

＝世界，の中から，「手紙」という名の意味あるいは真実を生み出す，つまりは「エピ

ファニー」へとたどる道を示すのが『フィネガンズ・ウェイク』という書であるとの

認識を示している。

lV　終わりのない旅一結語にかえて

　『ケルズの書』の微視的な地点と巨視的な地点へと渦巻き，目眩を感じさせる螺旋文

様と，他のものと絡みつく変幻さとパターン化という単調さを兼ね備えつつ，とどま

る地点があるのか疑いたくなるほど連綿と続く組み紐文様は，すべては変遷の相のも

とにあることを『フィネガンズ・ウェイク』に教えた。それはブルーノの影響と相ま
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ってr一」とr多」＝r他」を一致させ，結果としてr一」とr全」が重なる地平を

切り開いた。rフィネガンズ・ウェイク』は『ケルズの書』と同様The　Bookの称号を

獲得し，世界そのものとなった。そのようなr真理」を獲得しながら，それは逆説的

ながら，同時に「桶物語」と化すこと，つまりはゴミ山となることをも覚悟すること

であった。決して書中では内容の明らかになることのないr手紙」，それは『フィネガ

ン』というゴミ山の中から読者が探し出さねばならない，『フィネガン』が獲得し，書

中に隠した世界に関するこのような「真理」のことである。

　このようなものとしての『フィネガン』は，しかしその動きをとどめることは決し

てない。生きたテクストは，様々な国の読者が増えることにより，また読み返す時の

変化につれて，なおも増殖を続けるであろう。印刷された文字としてのテクストも動

きをとどめない。よく知られているように，「フィネガン』は終わることによって再び

始まるのである。『フィネガン』最後の言葉“the”（628．16）は最初の言葉“rivermn”

（3．01）へと立ち戻り，再び旋回を始める。『フィネガン』第1巻第5章冒頭の，“ln

the　name　of　Amah　the　Allmaziful，the　Everliving，the　Bringer　of　Plurabilities，

haloed　be　her　eve，her　singtime　sung，her　rill　be　mn，mhemmed　as　it　is　uneven！”

（104：01－03）というアナヘの祈りもまたそのことを示している。川（“herrill”）は流

れ出す（“be　rm”）。またしても部分と全体の一致。小さい渦と大きい渦が，終わりの

ない旅を目指して蚕いていく。
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